
英 語 科 学 習 指 導 案 

令和３年１１月２４日（水） 第５校時 第５学年１組（5 年 1 組教室） 
【単 元】すごいぞ日本！プレゼンテーション 

考察   知識及び技能    思考力，判断力，表現力等    学びに向かう力，人間性等  

育成を 
目指す 
資質 
能力 

  ・日本文化について紹介をする際に用い
る英語の音声や文字，英語表現，文構
造，言語の働きについての知識 

・日本文化について紹介をしたり，音声
で慣れ親しんだ英語表現を書き写した
りする基礎的な技能 

   ・日本文化について紹介をするために，英語表現
の選択・組合せをし，英語を用いて分かりやす
く自らの考えを伝える力 

   ・英語を用いて相手に伝わるように工夫 
  しながら，日本文化について紹介をし

ようとする態度 

 

          児童の 
実態 

  ・これまでに"I like ~."を用いて自分の好
みを伝えたり，"I can～."を用いて，自
分にできることを紹介したりできるよ
うになってきている。 

・日本の伝統的な行事や遊びを伝える際
に用いる"You can enjoy ~ing ~."は
動名詞を用いた英語表現であり，児童
にとって初めて学習する表現であるた
め，文を組み立てる際に困難を感じる
子どもがいる。 

   ・"I can ～.""I want to be～."等の英語表現の
選択・組合せをし，自己紹介や将来の夢を英語
で表現できるようになってきている。 

・日本文化について紹介をすることは，"We can
～.""We can enjoy ~ing ~."等，助動詞や助動
詞と動名詞の組合せをする必要があるため，英
語表現の選択・組合せをすることに困難を感じ
る子どもがいる。 

   ・英語を用いて相手に伝わるように工夫 
  しながら，自分のできることやしたい 
  ことの発表をしようとしてきている。 
・先生クイズ大会の学習において，クイ

ズの内容を工夫するために互いに質問
・返答をし合う機会を設定したが，自
分のクイズを作ることにのみ注力して
しまい，相手のクイズ内容について質
問をできた子どもが少なかった。 

 

          価値   ・来日前の群馬大学の留学生に日本文化について紹介をする課題に取り組むことは，日本文化のよさや価値を再認識し，日本文化を発信しよ
うとする姿勢をもつことができるとともに，日本文化を詳しく伝えるという目標への情熱をもって取り組むことができる。 

 

   ・日本文化について紹介をする活動を繰
り返し設定することは，"We have ~ 
in Japan.""You can enjoy ~ing ~."
等の英語表現を英語の音声で発音でき
る。 

   ・友達と相手を替えて繰り返し日本文化の紹介を
し合うことは， "We have ~ in Japan. ""We 
can ~."等の英語表現の選択・組合せをするこ
とができる。 

   ・来日前の群馬大学の留学生への紹介に
向けて，子どもが互いの日本文化の紹
介について質問・返答をし合う機会を
設定することは，互いの日本文化の紹
介をより詳しくしようとする思いやり
を高めることにつながり，英語表現や
表現内容を改善できる。 

 

           

見方・考え方  英語やその背景にある文化を捉え，来日前の群馬大学の留学生にリモートで日本文化の紹介をするというコミュニケーションを図る目的や場
面，状況及び相手の反応に応じて，英語表現や表現内容，伝え方の選択・組合せをすること。 

 

今後の学習  ５年「あこがれの人物をＡＬＴに紹介しよう」」において，助動詞canを用いた英語表現を用いて，あこがれの人物を伝え合う学習へと発展し
ていく。 

 



指導と評価の計画 

 

目標 おすすめの日本文化を来日前の群馬大学の留学生に紹介をするために，他者に伝わるように工夫しながら，英語を用いて日本の伝統的な食べ物や行事, 遊びを表現できる。 

評価 
規準 

（①知 ・ 技）日本の伝統的な食べ物や行事, 遊びの紹介をする英語表現を理解している。 
日本文化を表す英語表現を英語の音声で発音したり英語の語順で書き写したりしている。 

（②思・判・表）英語表現の選択・組合せをし，おすすめの日本文化の紹介をしたり，紹介文を書き写したりしている。 
（③主体的態度）来日前の群馬大学の留学生に伝わるように工夫しながら，英語を用いておすすめの日本文化の紹介をしようとしている。 

言語 
材料 

We have (sushi/tempura/dango/shabu-shabu, New Year’s day/setsubun/the star festival /Children’ s day/the doll’s festival, kendama/shogi)in Japan. 
It’s (delicious/crispy/chewy/juicy/healthy/sticky/hot/soft) We can (celebrate/make/display/see)~.  We can enjoy (folding/spinning/flying/juggling/playing) ~. 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

つ 
か 
む 

1 
 

○ＡＬＴの出身国の文化の紹介をするプレゼンテーシ
ョンを見聞きし，試しの活動に取り組み，個人の課題
と学級全体の単元の課題（Unit Goal）をつかむ。 

 
 
 
 
 

○自分が伝えられないことに気付けるように，日本文化の紹介
をする試しの活動をし，本単元でできるようになりたいこと
を話し合う機会を設定する。 

 
 

◇日本文化の紹介をする際にできるようになりたいこと
や伝えたいことについて，発言したり記述したりして
いる。           ＜発言・Tryシート③＞ 

 

 

追 
究 
す 
る 

１ 
 
 

 
１ 
 
 

 
１ 
 
 
 
 

１ 
 

 
 

１ 
 

 
 

１ 
 

 

○日本の伝統的な食べ物を表す英語表現を用いたすご
ろくゲームをし，"We have～.""It's～."を用いて日
本の伝統的な食べ物の紹介をし合う。 

 
○日本の伝統的な行事を表す英語表現を用いたカルタ

をし，"We have～in Japan. " "We can～."を用い
て日本の伝統的な行事の紹介をし合う。 

 
○日本の伝統的な遊びを表す英語表現を用いたマッチ

ングゲームをし，"We have～in Japan. ""We can 
enjoy～ing～."を用いて日本の伝統的な遊びの紹介
をし合う。 

 
〇日本文化の紹介をする際の英語表現と表現内容につ

いて考える。 
 
 
○日本の伝統的な食べ物や行事，遊びについての紹介

をする際に用いる英語表現や表現内容を改善する。 
（本時） 

 
○友達と日本文化の紹介をし合い，伝え方を改善する。 
 

○日本の伝統的な食べ物を表す英語表現を英語の音声で発音で
きるように，マスに書かれている日本の伝統的な食べ物を表
す英語表現を発音するルールを設定する。 

 
○日本の伝統的な行事を表す英語表現を英語の音声で発音でき

るように，カルタをとった後にペアでカードに書かれた日本
文化の紹介をし合う機会を設定する。 

 
○日本の伝統的な遊びについて英語表現の選択・組合せをして

紹介ができるように，おすすめの伝統的な遊びについてペア
で相手を替えて紹介をし合う機会を設定する。 

 
 
〇日本の食べ物，行事，遊びの英語表現の確認ができるように，

イラストと英語表現が示されたピクチャーカードを用意す
る。 

 
○日本文化の紹介内容を詳しくできるように，ペアで紹介内容

について質問・返答をし合う機会を設定する。 
 
 
○より分かりやすく日本の文化の紹介をできるように，「アイ

コンタクト」「声の大きさ」等の伝え方のポイントを視点に
し，繰り返し友達に紹介をする機会を設定する。 

◇日本の伝統的な食べ物を表す英語表現を英語の音声で
発音している。            ＜行動①＞ 

 
 
◇日本の伝統的な行事を表す英語表現を英語の音声で発

音している。             ＜行動①＞ 
 
 
◇英語表現の選択・組合せをし，日本の伝統的な遊びの

紹介をしている。       ＜学習プリント②＞ 
 
 
 
◇おすすめの日本文化について調べ，紹介をしたいこと

を記述したり，画像を選択したりしている。 
＜構想シート③＞ 

 
◇友達からの反応を基に，日本文化の紹介をする英語表

現や表現内容を改善している。     ＜行動②＞ 
                                                                     
 
◇日本文化についての英語表現の選択・組合せをして友

達に伝え，友達からの反応を基に伝え方を改善してい
る。                 ＜行動③＞ 

ま 
と 
め 
る 

１ 
 
 
 

１ 
 

○来日前の群馬大学の留学生に向けてＺｏｏｍを用い
て「すごいぞ！日本プレゼンテーション」をする。 

 
 
○日本文化の紹介をする英語表現を書き写し，日本文

化紹介ポスターをグループで作成する。 

○英語を用いて日本文化のプレセンターションができた楽しさ
を実感できるように，来日前の群馬大学の留学生に日本文化
を伝えたり，質問をしたりする時間を設定する。 

 
○英語表現を文字の高さに気を付けて書き写せるように，四

線入りの学習プリントと英語表現の見本を用意する。 

◇来日前の群馬大学の留学生に英語を用いて日本文化に
ついてのプレゼンテーションができた楽しさを発言し
たり記述したりしている。 ＜発言・Tryシート③＞ 

 
◇留学生に紹介をした日本文化についての英語表現を書

き写している。       ＜学習プリント②＞ 

来日前の群馬大学の留学生が日本での生活を楽し
めるように，日本文化のよさを紹介しよう。 

Unit Goal 



 



本時の学習（６／９時間目） 

 

ね ら い 相手を替えて繰り返し日本文化の紹介や反応をし合うことを通して，日本文化の紹介をする際の英語表現や表現内容を改善することができる。 
 評価項目 友達からの反応を基に，日本文化の紹介をする英語表現や表現内容を改善している。                                                             ＜行動②＞ 

学習活動と子どもの意識 指導上の留意点 

１ 本時のめあてをつかむ。  
・自分の日本文化の紹介は来日前の群馬大学の留学生にとって分かりやすい

紹介になっているかな。留学生に日本文化のよさが伝わる紹介をできるよ
うにしたいな。 

○本時までに学習した日本の伝統的な食べ物，行事，遊びの英語表現の発音 
と文化の内容を確認できるように，文化の英語表現と写真を提示し，ＡＬ 
Ｔが英語表現を問いかける。 

○本時において，他者からの反応を基に英語表現や表現内容を改善するとい
う見通しをもてるように，ＪＴＥが日本文化についてＡＬＴに紹介をし，
ＡＬＴが紹介の内容について質問をするというモデルを演示し，やりとり
の内容について問いかける。 

 
 
○"We have～.""We can enjoy ~ ing ~."等，子どもが共通して用いる英語

表現を確認できるように，ALT の後に続いて発音するよう促す。 
○日本文化の発表に対して質問ができるように，これまでに使用してきた質

問の際に用いる英語表現を掲示し，参考にするよう促す。 
○日本文化についての英語表現や表現内容を改善できるように，相手を替え

て繰り返し紹介や質問をし合うよう促す。 
○英語表現や表現内容が改善できたことを実感できるように，質問を基に改

善できた内容を発表構想シートに記述するよう促す。 
○日本語で質問した内容について英語表現を確認できるように，知りたい英

語表現を問いかける。 
○日本文化についての紹介に自信をもてるように，英語表現や表現内容を改

善している子どもを称賛する。 
○質問をすることで互いの紹介がより詳しくなることを実感できるように，

質問を基に増えた英語表現や表現内容を問いかける。 
○相手の紹介を詳しく知ろうと質問をすることが相手の英語表現や表現内容

の改善につながることに気付けるように，質問をすることのよさについて
問いかける。 

 

 ・来日前の群馬大学の留学生に日本文化のよさが伝わるように，紹介の
内容をより詳しくしたいな。             （目的意識） 

 

 
 
 
２ 友達に日本文化の紹介や反応をし合う。 
・"We have kendama."という英語を使って，剣玉の紹介をしよう。 
・"Can you play kendama?"と質問されたよ。剣玉の紹介をする時に，自

分が剣玉をすることができるということも伝えてみよう。 
・友達は紹介をしているカルタのことが好きだと伝えているぞ。剣玉が好き 
 ということも伝えてみよう。 
・「剣玉ができる」，「剣玉が好き」という英語を増やして発表することが  

できたぞ。構想シートに書き足してみよう。 
・寿司の発表をしていた友達に，おすすめの寿司について聞きたいな。英語 

でどのように尋ねればよいのだろう。 
・友達から質問されたことを生かして紹介の内容を増やしたら，詳しく剣玉 

の紹介をできるようになってきたぞ。 
・自分も友達に質問をして，友達の紹介がより詳しくなるようにしたいな。 
・自分が友達に「何カルタが好きですか」と質問したら，友達のカルタの紹

介が詳しくなったぞ。よかったな。 
 ・"I can play kendama.""I like kendama."を付け足して，詳しく剣玉

の紹介をできるようになったぞ。      （目的を達成した意識） 
 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。 
・"I like~."や"I can ~."を使って詳しく伝えられるようになったぞ。 
・内容は増えて詳しく紹介をできるようになったけれど，スムーズに紹介で 
 きないな。もっと発表の練習をしたいな。 

 
○日本文化の紹介をする際の英語表現や表現内容を改善できたことを実感

できるように，自分のめあての達成度を振り返り，Try シートに記述する
よう促す。 

○次時の学習への意欲を高められるように，Tryシートの「もっと自分に必
要なこと」について学級全体で共有し，次時の課題について問いかける。 

 

めあて：留学生に日本文化のよさが伝わるように，紹介する内容を増やそう。留・群馬大学の留学生に日本文化のよさが伝わるように，紹介の内


